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 平成２６年度の業務スタッフを紹介します。 

本年度もよろしくお願い申し上げます。 

 

   

検査や指導を通じて口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病の発生防止に

取り組むとともに、県民の皆様に農場から食卓へ安全・安心な畜産物が提供できるよう、

引き続き所員一丸となってまい進してまいります。 

○保健衛生課 

 課長 古谷隆徳 

 課員 高山省三 

東美智子 

・ 所の窓口課となります。 

担当がわからないときには、保健衛生課へ 

・ 担当：動物薬事、放牧衛生対策、みつばちふそ病検査等 

○防疫課 

 課長 神田章 

 課員 小林千恵 

・ 家畜の病気や予防対策に関することならまず防疫課へ 

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ対策の窓口もこちらです 

・ 担当：各種検査、疾病診断のための病性鑑定、養豚の生産性向上

対策、家畜の予防注射の推進等 

○環境指導課 

 課長 山本修 

 課員 德武慎哉 

・ 乳質改善・繁殖技術等、生産性向上に関することなら環境指導課へ 

・ 担当：安全・安心な畜産物生産への支援のための衛生管理指導、 

  受精卵移植推進・繁殖性向上対策、家畜改良推進、 

  畜産環境対策、飼料高騰関連対策等 

 

 豚の飼養者の皆様へ 
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長野家畜保健衛生所長 久米田 章仁 

踏み込み消毒槽は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

  平成 25年 10月以降、平成 26年 4月 2日までに 18県 243農家において発生が確認 

され、約 4万頭の子豚が死亡しています。 

  また、4月 8日には新潟県で発生が確認され、長野県の隣接県にも拡大しています。 

  主として糞便中に排せつされたウイルスが経口感染することで伝播します。 

  発生拡大の要因として、 

① 畜場⇔農場間、農場⇔農場間の車両の往来 

② 農場を出入りする畜産関係者・運送業者・建設業者・従業員・車両 

  などが指摘されています。 

  農場に立ち入る「人・物品・車両など」の消毒の徹底が防疫上、重要なポイントとなることから、

飼養衛生管理基準の遵守の徹底をお願いします。 



 

ＰＥＤウイルスの侵入を防ぐために、もう一度消毒方法を確認しましょう。 

１ 車両の消毒  

・タイヤの消毒 

動力噴霧器等で、タイヤの溝やダブルタイヤの間、タイヤハウス、 

泥よけ等を念入りに消毒しましょう。 

 

 

・運転席マット、ペダルの消毒 

フロアマットやペダルは、直接靴底が接触するので、ハンドスプレー

等で消毒してから乗車しましましょう。 

 もちろん靴底も乗車時・下車時に消毒します。 

運行終了後は、マットを下ろして洗浄消毒しましょう。 

・手指の洗浄・消毒 

乗車前、降車後に手指を消毒しましょう。 

 

２ 畜舎出入口（衛生管理区域出入口）の消毒  

・専用の衣服、長靴を使いましょう 

・踏み込み消毒槽の消毒液の濃度や汚れをチェックしましょう。 

消毒前の水洗で、靴底の汚れを落とすと効果的です。 

・手指も洗浄・消毒しましょう。 

 

 

※泥や糞に直接消毒薬をかけても、消毒効果は 

期待できません。 

泥や糞をしっかり落としてから確実に消毒しましょう。 

（参考）消毒薬の使い方 

商品名 使用方法（例） 備考 

逆性石けん 

（パコマ等） 
500～800 倍（水 10L に 1.25～20mL） 車両、踏み込み消毒、畜舎、器具等 

複合塩素剤 

（ビルコン S等） 
500～1,000 倍（水 10L に 10～20g） 同  上 

消石灰 散布等 農場出入り口、踏み込み消毒等 

 


